
か
ら
一
種
・
二
種
に
か
か
わ
ら
ず
予
約
申
請
を
し
た
の
は
、
全
体
の

一
五
％
で
あ
る
（
応
募
し
な
か
っ
た
六
〇
・
四
％
、
知
ら
な
か
っ
た

二
四
・
六
％
）
。
表
１
は
、
予
約
奨
学
金
の
応
募
・
採
用
状
況
に
与

え
る
要
因
の
推
計
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
第
三

回
追
跡
調
査
か
ら
在
学
採
用
者
の
推
計
値
も
掲
載
し
て
お
い
た
。

モ
デ
ル
に
は
、
性
、
き
ょ
う
だ
い
数
、
高
校
の
成
績
、
両
親
年
収

（
単
位

：

百
万
円
）
の
基
本
変
数
の
他
、
母
親
の
就
業
状
況
と
本
人

の
生
順
を
投
入
し
た
。
表
１
で
は
予
約
申
請
の
有
無
に
対
し
て
、
き
ょ

う
だ
い
数
と
高
校
の
成
績
が
プ
ラ
ス
、
両
親
年
収
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、

予
想
さ
れ
る
結
果
を
示
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
年
収
な
ど
を
一
定
と

し
て
も
母
親
が
無
職
（
専
業
主
婦
）
で
あ
る
こ
と
、
遅
く
生
ま
れ
た

子
ど
も
ほ
ど
申
請
し
に
く
い
こ
と
が
わ
か
る
。
母
親
が
無
職
で
あ
る
こ

と
は
高
所
得
層
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
と
、
あ
る
い
は
無
職
ゆ
え
の

ロ
ー
ン
回
避
の
解
釈
が
成
り
立
つ
。
女
子
の
場
合
、
予
約
採
用
へ
の

申
請
の
し
や
す
さ
は
長
子
と
比
べ
て
、
第
二
子
が
六
二
％
（
e
-0.481=

0.6
2）
、
第
三
子
以
下
で
は
四
一
％
（
e
-0.885=
0.4
1）
ま
で
減
少
す
る
。

親
は
、
現
実
的
に
ロ
ー
ン
を
抱
え
る
こ
と
の
不
利
を
、
第
三
子
以
下

の
女
子
で
大
き
い
と
判
断
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
採
用
状
況
を
奨
学
金
の
種
類
別
に
み
る
と
、
当
然
、
無

利
子
の
第
一
種
で
基
準
が
厳
し
く
な
っ
て
高
校
の
成
績
と
両
親
年
収

の
効
果
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
第
一
種
で
は
き
ょ
う
だ

い
数
の
影
響
が
採
用
に

効
い
て
い
る
。
申
請
者

に
占
め
る
採
択
率
は
、

第
一
種
で
三
四
％
、
有

利
子
の
第
二
種
は
九
六

％
。
第
二
種
予
約
採
用

に
つ
い
て
は
、
申
請
す

れ
ば
ほ
ぼ
採
択
さ
れ
て

い
る
通
り
で
あ
る
。
在

学
採
用
（
機
構
以
外
の

奨
学
金
受
給
も
含
ま
れ

る
）
の
有
無
を
み
る
と
、

高
校
の
成
績
を
別
に
し

て
予
想
さ
れ
る
結
果
を

示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
予
約
奨

学
金
に
応
募
す
る
者
は
、

年
収
と
学
力
に
つ
い
て

予
約
・
採
用
状
況
と
も

に
推
薦
基
準
か
ら
自
明

な
結
果
を
示
し
て
い
る
。
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表１ 予約奨学金の応募・採用状況のロジスティック回帰分析（b）
応募した 採用された （参考）

全体 男子 女子 第一種 第二種 在学採用

女子
きょうだい数
高校成績
両親年収
母親無職
第二子
第三子以下
定数

0.136
0.160
0.307
－0.157
－0.530
－0.385
－0.510
－1.776

*
***
***
***
***
**
***

0.061
0.250
－0.149
－0.423
－0.267
－0.106
－1.498

***
***
*
+

***

0.250
0.363
－0.166
－0.633
－0.481
－0.885
－1.904

*
***
***
**
**
***
***

－0.057
0.600
0.527
－0.288
－0.523
－0.556
－0.803
－4.521

***
***
***
+

*
*
***

0.174
0.046
0.196
－0.128
－0.454
－0.267
－0.333
－1.828

***
***
**
*
+

***

－0.051
0.445
0.067
－0.178
－0.637
0.001
－0.545
－1.144

***

***
**

*
**

疑似R2
－2LL
N

応募・採用率

0.093
2,797
3,579
14.7

0.068
1,352
1,783
13.6

0.121
1,437
1,796
15.8

0.143
827
3,579
3.0

0.050
2,278
3,579
10.3

0.094
1,129
1,283
17.8

有意水準：+p<10％,*p<5％,**p<1％,***p<0.1％ 在学採用は、予約採用者を除く．生順の基準は、長子．

こ
れ
ま
で
我
が
国
の
高
等
教
育
機
会
の
均
等
政
策
に
お
い
て
、
授

業
料
や
入
学
定
員
に
つ
い
て
は
様
々
な
議
論
と
実
証
研
究
が
蓄
積
さ

れ
て
き
た
が
、
奨
学
金
が
大
学
進
学
に
及
ぼ
す
効
用
に
つ
い
て
は
経

験
的
知
見
に
乏
し
い
。
本
稿
で
は
、
予
約
採
用
制
度
に
注
目
す
る
こ

と
で
、（
一
）
誰
が
予
約
採
用
に
申
込
み
、
採
用
さ
れ
て
い
る
の
か
、

（
二
）
予
約
採
用
は
大
学
進
学
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
っ
て
い
る

の
か
、
（
三
）
予
約
採
用
は
学
生
生
活
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た

ら
し
て
い
る
の
か
、
検
証
し
て
み
た
い
と
思
う
。

用
い
る
デ
ー
タ
は
、
平
成
一
七
年
一
一
月
に
東
京
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
大
学
経
営
・
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
が
全
国
四
〇
〇
〇
人

（
男
女

各
二
〇
〇
〇

名
）
の
高
校
三
年
生
と

そ
の

保
護
者
を
対

象
に

実
施
し
た

「
高
校
生
の
進

路
に
つ
い
て
の
調
査

」
（

代
表

：

金
子

元

久
）
で
あ
る
。
本
調
査
で
は
、
高
校
生
の
希
望
す
る
進
路
や
独
立
行

政
法
人

日
本
学
生

支
援
機
構
（
以
下

「
機
構

」
）
の
奨
学
金
予
約
・

採
用
状
況
、
家
庭
環
境
な
ど
を
聞
い
て
い
る
。
こ
の
調
査
は
、
二
〇

〇
六
年
三
月
（
第
二
回
）
と
同
年
一
一
月
（
第
三
回
）
に
追
跡
調
査

が
実
施
さ
れ
、
引
き
続
き
パ
ネ
ル
調
査
が
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

一
誰
が
予
約
採
用
に
申
し
込
ん
だ
の
か
？

ま
ず
、
第
一
種
と
第
二
種
の
予
約
採
用
に
ど
の
よ
う
な
高
校
生
が

申
請
し
、
採
用
さ
れ
た
の
か
み
て
お
こ
う
。

（
１
）

「
高
校
生
進

路
調
査

」
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教
育
の
機
会
均
等
と
予
約
採
用
の
効
用

藤
村

正
司

（
新
潟
大
学
教
授
）



で
進
学
で
き
な
い
【
高
学
力
・
低
所
得
層
】
で
あ
る
。
こ
の
【
高
学

力
・
低
所
得
層
】
の
進
学
機
会
を
い
か
に
保
証
す
る
か
が
、
大
学
全

入
時
代
の
奨
学
金
政
策
の
課
題
で
あ
る
。
貸
与
奨
学
金
が
こ
の
課
題

に
応
え
て
い
る
の
か
予
約
採
用
に
よ
っ
て
検
証
し
て
み
よ
う
。

表
２
は
、
性
、
き
ょ
う
だ
い
数
、
高
校
三
年
次
の
成
績
、
ク
ラ
ス
の

大
学
・
短
大
進
学
率
、
父
親
の
教
育
年
数
を
一
定
と
し
た
場
合
の
、

予
約
採
用
（
第
一
種
・
第
二
種
採
用
者
）
が
大
学
志
望
に
与
え
る
効

果
を
所
得
階
級
別
に
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
予
約
採
用
は
、

低
所
得
層
で
大
学
進
学

の
意
思
決
定
に
効
果
を

及
ぼ
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
低
所
得
層
で

は
、
予
約
採
用
さ
れ
た

者
は
、
採
用
さ
れ
な
か
っ

た
者
よ
り
三
倍
近
く

（
e
1.069=
2.9）

志
願
し
や

す
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。む
ろ
ん
、
同
じ
所
得

階
層
で
も
学
力
水
準

に
よ
っ
て
大
学
予
約

の
効
果
は
異
な
っ
て

い
る
。
表
３
は
、
表

２
の
係
数
と
説
明
変

数
の
平
均
値
を
用
い

て
、
大
学
予
約
の
効

果
を
学
力
水
準
別
に

シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
た

も
の
で
あ
る
。
上
段

は
大
学
予
約
が
採
用

さ
れ
な
い
場
合
の
志

望
確
率
の
推
定
値
を
、

下
段
は
予
約
採
用
さ

れ
た
場
合
に
ど
の
程
度
大
学
志
願
確
率
を
高
め
る
の
か
、
そ
の
限
界

効
果
（
確
率
の
増
分
）
を
示
し
て
い
る
。
大
学
予
約
は
、
な
る
ほ
ど

低
所
得
層
で
「
底
上
げ
効
果
」
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
学
力
中
」

で
最
も
効
果
的
で
あ
る
。
学
力
が
高
く
な
る
に
つ
れ
て
「
天
上
効
果
」

が
現
れ
る
。
「
低
所
得
・
学
力
中
」
層
が
、
公
的
補
助
に
敏
感
に
反

応
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
低
所
得
層
の
進
学
確
率
が
高
ま
れ
ば
、
大
学

進
学
に
伴
う
所
得
間
格
差
が
是
正
さ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
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表２ 所得階層別にみた大学志願の影響要因（b）

低所得 中所得 高所得

女子
きょうだい数
高３成績
進学希望者率
父教育年数
予約採用
定数

－1.170
－0.125
0.252
0.043
0.168
1.069
－5.485

***

***
***
***
***
***

－1.415
－0.290
0.338
0.040
0.149
0.450
－4.240

***
*
***
***
***
+

***

－1.296
－0.373
0.278
0.044
0.249
0.335
－5.386

***
***
***
***
***

***

疑似R2乗
－2LL
Ｎ

採用率（％）

0.410
1,242
1,230
17.6

0.408
898
906
13.0

0.399
1,292
1,441
7.8

注：予約採用は、第一種・第二種．ロジスティック回帰

低所得＜600万円，600≦中所得＜900万円，高所得≧900万円

表３ 大学予約奨学金の大学志望底上げ効果

（1）大学志望確率（2005年11月）

高３の一学期成績

下の方 中の下 中くらい 中の上 上の方

低所得
中所得
高所得

0.257
0.427
0.620

0.308
0.511
0.683

0.364
0.594
0.740

0.425
0.672
0.790

0.487
0.742
0.833

（2）大学予約の限界効果（パーセント・ポイント）

高３の一学期成績

下の方 中の下 中くらい 中の上 上の方

低所得
中所得
高所得

＋24.5
＋11.2
＋7.5

＋25.7
＋11.0
＋6.8

＋26.1
＋10.3
＋5.9

＋25.7
＋9.1
＋5.0

＋24.8
＋7.7
＋4.1

し
か
し
、
奨
学
金
が
ロ
ー
ン
で
あ
る
以
上
、
家
族
の
状
況
に
よ
っ
て

申
請
状
況
は
異
な
っ
て
い
る
。
き
ょ
う
だ
い
数
が
同
じ
で
も
、
遅
く

生
ま
れ
た
子
ど
も
は
ロ
ー
ン
に
対
す
る
忌
避
の
傾
向
が
強
い
。
奨
学

金
は
本
人
が
卒
業
後
に
返
済
す
べ
き
と
い
っ
て
も
、
親
は
将
来
の
不

安
を
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
予
約
採
用
を
め
ぐ
っ
て
、
親
の
願

い
＝
「
感
情
」
と
リ
ス
ク
回
避
＝
「
勘
定
」
の
相
反
す
る
判
断
が
働

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
予
約
採
用
の
大
学
進
学
底
上
げ
効
果

一
般
に
、
授
業
料
の
価
格
水
準
は
大
学
進
学
の
意
志
決
定
に
重
大

な
影
響
を
及
ぼ
す
が
、
奨
学
金
は
入
学
後
に
受
給
が
始
ま
る
も
の
だ

か
ら
、
進
学
の
意
思
決
定
に
無
関
係
の
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
入
学

前
に
、
入
学
後
の
受
給
が
あ
て
に
で
き
る
な
ら
ば
、
こ
れ
が
進
学
の

意
思
決
定
の
誘
因
に
な
っ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
と
こ
ろ

で
、
ア
メ
リ
カ
の
先
行
研
究
で
は
、
給
付
制
奨
学
金
は
大
学
進
学
の

決
定
に
有
意
な
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
、
貸
与
奨
学
金
の
進
学

決
定
へ
の
効
果
は
み
ら
れ
な
い
。

し
か
し
、

図
１
に
み
る
よ
う
に
、
一

八
歳
人

口
の
減

少
に
よ
る
合

格
率
の
上

昇
と
授
業
料
の
高

騰
に
よ
る
家

計
負

担
上

昇
の
ト
レ
ン
ド

（
波

線
）
は
、
【
高
学
力
・
低
所
得
層
】
の
進
学
機
会
を
困

難
に
し
、

【
低
学
力
・
高
所
得
層
】
の
進
学
を
有

利
に
さ
せ
る
（

矢
野

眞
和

『
高

等
教
育
の
経
済
分

析
と
政
策

』
参

照
）
。
つ
ま
り
、
家

計
負

担
の

上
昇
は
進
学
を
制
約
す
る
所
得
水
準
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
右
に
シ
フ
ト

さ
せ
、
大
学
全
入
の
趨

勢
は
学
力
水
準
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
下
に
シ
フ

ト
さ
せ
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
現

在
、
大
学
進
学
を
た
め
ら
っ
て
い

る
の
は
、
大
学
に
進
学
で
き
る
学
力
が
あ
り
な
が
ら
、

経
済
的

理
由
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図１ 分析の切り口



る
。第
一
は
、
予
約
採
用
へ
の
需
要
側
の
問
題
は
、
低
所
得
層
が
こ
れ

を
忌
避
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
女
子
の
場
合
に
き
ょ
う
だ
い
の
生
順

に
よ
っ
て
リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
へ
の
忌
避
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
が
奨
学
金
の
効
用
を
阻
害
し
て
い
る
と
同
時
に
、
男

子
に
比
べ
た
女
子
の
大
学
進
学
率
の
低
さ
の
要
因
の
一
つ
に
な
っ
て

い
る
。
第
三
子
以
下
の
娘
を
大
学
に
進
学
さ
せ
よ
う
と
思
え
ば
、
爪

に
火
を
と
も
し
つ
つ
一
八
年
間
貯
蓄
す
る
し
か
な
い
。

第
二
は
、
大
学
予
約
が
大
学
進
学
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
な
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
有
利
子
・
貸
与
で
も
、
後
先
考
え
ず

奨
学
金
を
必
要
と
す
る
層
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
実
際
、
貸
与

奨
学
金
は
低
所
得
層
に
お
い
て
大
学
志
望
の
予
想
確
率
を
高
め
る
。

予
約
制
度
の
ね
ら
い
が
も
っ
ぱ
ら
大
学
進
学
を
底
上
げ
す
る
こ
と
に

あ
る
と
す
れ
ば
、
「
低
所
得
・
学
力
中
」
の
高
校
生
に
貸
与
す
る
の

が
効
果
的
で
あ
る
。
高
所
得
層
は
学
力
に
関
係
な
く
、
と
も
か
く
進

学
す
る
か
ら
奨
学
金
を
貸
与
し
て
も
「
贈
与
」
で
し
か
な
い
。
第
三

は
、
進
路
選
択
の
自
己
評
価
は
予
約
採
用
者
で
満
足
度
が
大
き
い
こ

と
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
の
多
い
学
生
の
満
足
度
は
低
い
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
予
約
採
用
の
効
用
は
両
義
的
で
あ
る
。
予
約
採
用
は

た
し
か
に
低
所
得
層
の
高
等
教
育
機
会
を
保
証
し
、
大
学
入
学
後
の

自
己
評
価
を
高
め
て
い
る
。
こ
の
点
で
予
約
採
用
制
度
の
周
知
は
必

要
で
あ
る
。
だ
が
、
将
来
の
不
安
が
予
約
採
用
へ
の
需
要
と
効
用
を

遠
ざ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
付

記
】
本
稿
作
成
に
あ
た
っ
て
「
高
校
生
の
進
路
に
つ
い
て
の
調
査
」

デ
ー
タ
の
使
用
、
及
び
東
京
大
学
教
授
小
林
雅
之
氏
と
名
城
大
学
教
授

浦
田
広
朗
氏
か
ら
は
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意

を
表
し
た
い
。

【
注
】

（
１
）
供
給
側
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
朴
澤
泰
男
「
予
約
奨
学
金
へ
の
申

請
と
採
用
に
対
す
る
都
道
府
県
別
採
用
枠
の
効
果
」
東
京
大
学
大
学

院
教
育
学
研
究
科
大
学
経
営
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ペ
ー

パ
ー
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２
）
奨
学
金
の
受
給
自
体
、
親
の
年
収
や
学
力
と
関
連
す
る
が
、
こ
こ

で
は
二
段
階
推
定
は
考
え
な
い
こ
と
に
す
る
。
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三
予
約
採
用
が
学
生
生
活
に
及
ぼ
す
影
響

奨
学
金
の
本
来
の
趣
旨
は
、
入
学
後
の
学
生
生
活
に
対
す
る
経
済

的
援
助
で
あ
る
。
最
後
に
、
予
約
採
用
が
大
学
入
学
後
の
生
活
意
識

に
ど
の
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
の
か
、
一
年
後
に
実
施
さ

れ
た
第
三
回
追
跡
調
査
（
二
〇
〇
六
年
一
一
月
現
在
）
を
用
い
て
検

討
し
て
お
こ
う
。
表
４
は
、
「
高
校
の
と
き
の
進
路
選
択
に
満
足
し

て
い
る
」
（
四
件
法
）
を
従
属
変
数
と
し
た
順
序
回
帰
分
析
の
結
果

で
あ
る
。
モ
デ
ル
一
は
、
性
、
前
期
成
績
「
優
」
の
割
合
、
い
ま
通
っ

て
い
る
大
学
が
第
一
志
望
、
一
ヶ
月
の
平
均
収
入
の
内
訳
（
有
無
）

を
、
モ
デ
ル
二
は
平
均
収
入
の
金
額
を
投
入
し
た
。
さ
ら
に
、
奨
学

金
は
「
予
約
採
用
」
の
効
果
を
み
る
た
め
に
、
入
学
後
に
受
給
す
る

「
在
学
予
約
」
と
区
分
し
て
お
い
た
。

（
２
）

表
４
か
ら
、
第
一
志
望
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
充
実
し
た
学
生

生
活
を
過
ご
せ
る
条
件
に
違
い
な
い
が
、
学
業
成
績
が
自
己
評
価
に

効
い
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
志
望
順
位
や
学
業
成

績
を
一
定
と
し
て
も
、
一
ヶ
月
の
平
均
収
入
の
内
訳
（
親
か
ら
の
仕

送
り
・
こ
づ
か
い
、
ア
ル
バ
イ
ト
収
入
、
奨
学
金
）
の
な
か
で
奨
学

金
を
受
給
し
て
い
る
こ
と
、
と
く
に
「
予
約
採
用
」
が
「
在
学
採
用
」

よ
り
も
非
受
給
者
に
比
べ
て
満
足
度
を
高
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

高
校
時
代
の
進
路
選
択
を
振
り
返
っ
て
、
予
約
採
用
が
安
心
感
を
与

え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
具
体
的
に
平
均
収
入
で
み
る
と
、
ア
ル
バ

イ
ト
収
入
の
多
い
学
生
は
進
路
選
択
に
現
在
不
満
を
抱
い
て
い
る
こ

と
、
奨
学
金
は
使
途
が
何
で
あ
れ
受
給
額
の
多
い
学
生
ほ
ど
進
路
選

択
の
満
足
度
が
高
く
な
る
傾
向
に
あ
る
。

以
上
、
こ
の
小
論
で
は
、
高
等
教
育
の
機
会
均
等
を
め
ぐ
っ
て
予

約
採
用
の
需
要
と
効
用
に
つ
い
て
経
験
的
デ
ー
タ
を
示
し
て
お
い
た
。

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
以
下
の
三
点
で
あ
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表４ 高校の時の進路選択に満足している

Model1 Model2

女子

「優」の割合

第１志望

＜１ヶ月の平均収入＞

（1）仕送りなど有り

（2）アルバイト有り

（3）奨学金有り

予約採用

在学採用

0.093

0.077

1.371

0.074

－0.094

0.526

0.310

***

***

**

*

0.103

0.074

1.367
**

***

（1）仕送りなど（万円）

（2）アルバイト（万円）

（3）奨学金（万円）

0.011

－0.052

0.067
**

***

疑似Ｒ2乗

－2LL

Ｎ

0.135

2,118

1,180

0.141

1,415

1,162

順序回帰

４件法：とても当てはまる＝４～全く当てはまらない＝１

アルバイト収入月15万以上、奨学金12万円以上は除外




